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営農指導員、JA購買店舗職員にお尋ねください。
種・肥料・農薬などの生産資材のお買い求めは最寄りのＪＡ購買店舗をご利用ください。

栽培について

●「営農よろず相談」では、［農作物の栽培
方法に関すること］［病害虫の防除に関す
ること］などを中心にご相談を受け付けて
おります。何かお困りのことがありましたら、
身近な相談先としてぜひご利用ください。

☎097-544-6462
※通話料は相談者負担となります。
おかけ間違いの無いよう、ご注意くだ
さい。

●受付時間
月・水・金曜日（祝日は除く）
8:30～17:00（受付時間以外の時間帯
は、留守番電話となります）
●設置場所／営農部

営農よろず相談のご案内

堆肥について
堆肥の効果

地力(ちりょく)は土地の生産力です。
地力は栽培を重ねるにしたがって消
耗するので、常に増強していく必要
があります。その基本になるものが堆
肥です。土壌を団粒構造(だんりゅうこ
うぞう)にすることで水持ちや排水が
良くなり、微量成分を含んだ肥料分
も与えられます。また、堆肥を餌として
いる微生物の中にはホルモンを分
泌し、根の生長を助けるものや病原
菌を抑えるものが存在し、病害への
抵抗力をつける効果があります。
そのため、冬の菜園作業が少ないと
きに、堆肥作りに取り掛かりましょう。

　わら類、野草、落ち葉などを用いる。
　積込み前日には長い材料を適当な長
さに切断し（20～30cm以内の大きさに
揃える）、材料２kg当たり１ℓを目安に十
分に水を含ませる。水分は材料を強く
握って、水がにじみ出る程度が良い。

01 材料の用意

　水かけを行った材料２kgあたりに石灰
窒素15gを添加する（米ぬかは落葉の発
酵を促進するので一握り加えるとなおよ
い）。材料を積み上げ、石灰窒素をのせ、
土で踏み固める。
　30～40cm積み上げるごとに石灰窒
素を散布する。低温の場合、あまり量が少
ないと腐熟に時間がかかり、失敗しやすく
なる。１㎡に１ｍ以上の高さがあると良い。
　また、積み上がったら雨水を避けるた
めにビニールやブルーシートで覆う。

02 本積み

　２度目の切り返しから１週間程度で完
熟堆肥になる。

05 完熟

　１度目の切り返しの１ヵ月後に同様の
切り返しを行う。

04 切り返し（２度目）

　本積みの１ヵ月後に腐熟を促進する
ため、上と下、外側と内側が入れかわる
ように積み上げなおす。
　乾燥している場合は水を補う。

03 切り返し（１度目）


